
４月の意向

福
岡
教
区
司
祭
評
議
会

コ
ロ
ナ
禍
で
も
熱
い
討
議
が
な
さ
れ
た

　
２
月
25
日
（
木
）、
大
名
町
教

会
に
て
教
区
司
祭
評
議
会
が
行
わ

れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
数
人
を

除
き
殆
ど
の
評
議
員
が
参
集
し

た
。

　
初
め
の
祈
り
の
後
、
ア
ベ
イ
ヤ

司
教
よ
り
挨
拶
と
議
題
の
説
明
が

あ
り
、
各
地
区
で
の
意
見
集
約
の

結
果
報
告
を
期
待
し
て
い
る
と
の

話
し
が
あ
っ
た
。
議
題
に
入
り
、

各
地
区
か
ら
の
報
告
を
基
に
話
し

合
い
が
行
わ
れ
た
。

①
司
祭
生
涯
養
成
に
つ
い
て

　
全
司
祭
は
キ
リ
ス
ト
の
弟
子

と
し
て
、
生
涯
に
お
い
て
キ
リ

ス
ト
の
姿
を
追
い
、
学
び
、
生

き
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
あ

る
。
司
祭
の
自
己
養
成
は
義
務
で

も
あ
る
。
自
ら
も
学
ぶ
姿
勢
を
作

る
べ
き
で
あ
る
な
ど
が
話
さ
れ

た
。
ま
た
、
日
本
の
教
会
に
お
け

る
叙
階
の
年
数
に
応
じ
た
生
涯
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
紹
介
さ
れ
た
。 

②
外
国
人
司
牧
に
つ
い
て
こ
れ
か

ら
の
計
画
　
現
状
は
各
地
区
で
単

独
に
行
わ
れ
て
い
る
外
国
人
の
た

め
の
ミ
サ
や
秘
跡
が
あ
る
。
こ
れ

を
教
区
の
責
任
に
お
い
て
、
必
要

と
さ
れ
る
地
区
に
担
当
司
祭
を
派

遣
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
来

日
す
る
外
国
人
の
信
仰
を
保
つ
必

要
が
あ
る
な
ど
が
話
さ
れ
た
。

③
司
祭
職
・
修
道
生
活
へ
の
召
し

出
し
の
推
進
。
神
学
生
の
養
成
に

つ
い
て
　
福
岡
コ
レ
ジ
オ
院
長
の

牧
山
美
好
神
父
と
大
神
学
院
院
長

の
牧
山
強
美
神
父
が
そ
れ
ぞ
れ
の

養
成
課
程
の
現
状
と
展
望
を
話

し
、
共
感
共
有
を
求
め
た
。
両
神

学
校
共
、
神
学
生
の
減
少
に
頭
を

抱
え
て
お
り
、
召
命
へ
の
祈
り
と

働
き
か
け
を
求
め
た
。
そ
の
後
、

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
召
命
」

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。「
ま
ず

は『
召
命
』の
た
め
に
祈
る
こ
と
」、

ま
た
、「
普
段
の
司
祭
ら
し
い
生

き
方
で
若
人
に
魅
力
を
感
じ
さ
せ

る
よ
う
に
す
る
」「
家
庭
や
青
年

に
声
を
掛
け
、
導
く
」
な
ど
の
意

見
が
挙
げ
ら
れ
た
。
司
教
は
こ
れ

に
関
し
、「
青
年
セ
ン
タ
ー
」
を

設
け
、
青
年
が
自
由
に
語
り
合
う

場
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
、
召
命

に
つ
な
が
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
た
。

④
結
婚
準
備
セ
ミ
ナ
ー
の
現
状
と

こ
れ
か
ら
の
在
り
方
　
現
状
で

は
、
福
岡
と
熊
本
地
区
が
準
備
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
が
、
該

当
者
が
少
な
い
地
区
で
は
準
備
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
分
、
個
々

の
小
教
区
で
結
婚
講
座
は
行
わ
れ

て
い
る
。

⑤
年
間
行
事

の
確
認

　
先
の
見
え

な
い
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、

各
地
区
の
行

事
も
定
ま
っ

て
い
な
い
の

が
現
状
。
教

区
本
部
に
お

知
ら
せ
で
き

る
と
き
に
連

絡
す
る
こ
と

が
話
さ
れ
た
。

　
議
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た

教
区
の
各
委
員
会
に
つ
い
て
の
確

認
は
、
先
送
り
事
項
と
な
っ
た
。

た
だ
、
信
徒
を
含
め
た
「
教
区
経

済
問
題
評
議
会
」
の
立
ち
上
げ
が

行
わ
れ
る
と
司
教
か
ら
の
発
言
が

あ
っ
た
。
次
の
司
祭
研
修
会
に
つ

い
て
は
日
時
、
場
所
が
決
ま
っ
た

ら
教
区
本
部
よ
り
お
知
ら
せ
が
あ

る
。

　
そ
の
他
で
司
教
か
ら
、「
司
祭

人
事
異
動
の
発
表
」
は
３
月
１
日

に
行
う
こ
と
や
教
区
内
の
複
数
の

女
子
修
道
会
が
撤
退
す
る
こ
と
な

ど
が
話
さ
れ
た
。
最
後
は
終
り
の

祈
り
と
司
教
か
ら
の
祝
福
で
教
区

司
祭
評
議
会
を
終
え
た
。
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教
皇
様
の
意
向
の
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う

【
世
界
共
通
の
意
向
】
基
本
的
権
利

【
日
本
の
教
会
】
平
等
な
社
会
を
目
指
し
て

　「
救
い
の
対
話
」
と
い
う
表

現
は
、「
対
話
の
教
皇
」
と
い

わ
れ
る
聖
パ
ウ
ロ
六
世
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
教
皇
様
は
回
勅

『
エ
ク
レ
ジ
ア
ム
・
ス
ア
ム
』で
、

神
は
初
め

か

ら
、

人

類
が
罪
を

犯
し
た
後

も
、

人

間

と
の
救
い

の
対
話
を

常
に
繰
り

返
し
続
け

て
こ
ら
れ

た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
教
会
は

す
べ
て
の
と
こ
ろ
で
、
す
べ
て

の
人
々
と
明
瞭
、
柔
和
、
信
頼
、

賢
明
な
対
話
を
続
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
聖
ヨ
ハ
ネ･

パ
ウ
ロ
二
世

評
議
会
か
ら
毎
年
の
正
月
元
旦

に
神
道
信
奉
者
に
向
け
て
、
ま

た
花
祭
り
（
4
月
8
日
）
に
は

仏
教
徒
の
み
な
さ
ん
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
機
会
に
神
社
や
寺
院

を
訪
ね
て
祝
意
を
述
べ
、
ま
た

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
渡
す
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
う
こ
と
が
、
も
し
も

主
任
司
祭
と
一
緒
に
信
徒
の
皆

さ
ん
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
実
行

で
き
る
と
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、
祭

り
に
先
立
ち
司
教
館
か
ら
各
主

任
司
祭
の
も
と
に
教
皇
庁
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

真
名
山
・
諸
宗
教
対
話
セ
ン
タ
ー

　
Sr.
デ
・
ジ
ョ
ル
ジ
　
マ
リ
ア

    

（
マ
リ
ア
布
教
修
道
女
会
）

教
皇
は
、「
諸
宗
教
間
の
対
話
は
、

福
音
化
を
す
す
め
る
教
会
の
使
命

の
一
部
で
す
（
回
勅
『
救
い
主
の

使
命
』
55
）」。
ま
た
「
つ
ね
に
同

じ
程
度
や
同
じ
方
法
に
よ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
信
者
一
人

ひ
と
り
と
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
者

の
共
同
体
は
、
対
話
を
実
践
す
る

よ
う
に
招
か
れ
て
い
ま
す
（
同

57
）」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
指
針
に
よ
り
日
本

で
は
い
ろ
い
ろ
な
対
話
の
動
き
が

あ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
２
０

０
９
年
、
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議

会
諸
宗
教
部
門
か
ら
信
徒
を
支
援

す
る
た
め
に
指
針
『
諸
宗
教
対
話

の
手
引
き
』
が
出
版
さ
れ
、
そ
れ

は
英
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
も
翻

訳
、
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
だ
れ
に
で
も
で
き
る
対
話
の
一

例
と
し
て
、
教
皇
庁
諸
宗
教
対
話

救いの対話

　
新
し
い
草
花
の
芽
生
え
に
何
か

が
始
ま
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま

す
。
私
た
ち
の
場
合
、
何
が
あ
っ

て
も
動
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
の
歩
く
道
に
は
イ
エ

ス
様
が
い
て
く
だ
さ
る
か
ら
で

す
。
イ
エ
ス
様
が
私
た
ち
よ
り
先

に
行
っ
て
道
を
教
え
て
く
だ
さ
る

時
も
あ
り
、
悲
し
み
の
坂
な
ど
進

め
な
い
よ
う
な
所
で
も
後
ろ
か
ら

支
え
て
く
だ
さ
る
時
も
あ
り
、
腕

を
組
ん
で
一
緒
に
歩
い
て
く
だ
さ

る
時
も
あ
り
…
。
時
に
は
き
れ
い

な
景
色
を
み
せ
て
く
れ
、
喜
び
や

希
望
を
与
え
て
く
だ
さ
る
時
も
あ

り
、
暗
い
所
を
さ
ま
よ
っ
て
い
て

も
、「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
」
と

さ
さ
や
き
、
慰
め
て
く
だ
さ
る
イ

エ
ス
様
が
お
ら
れ
る
の
で
す
。
い

ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
し
な
が
ら
、

人
生
と
い
う
道
の
り
を
行
く
私
た

ち
で
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
、「
歩

み
の
中
で
無
駄
な
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
時
、
そ

の
時
が
価
値
あ
る
も
の
な
の
で

す
。
そ
れ
は
イ
エ
ス
様
が
い
つ
も

い
っ
し
ょ
に
時
を
過
ご
し
て
く
だ

さ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
イ
エ
ス
様

を
主
と
仰
ぎ
、
キ
リ
ス
ト
（
救
い

主
）
と
し
て
受
け
い
れ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
本
当
に
神
様
か
ら

の
一
方
的
な
恵
み
で
あ
る
と
し
か

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
な

ら
ば
、
神
様
に
感
謝
し
な
が
ら
、

神
様
か
ら
い
た
だ
く
イ
エ
ス
様
の

こ
と
を
も
っ
と
よ
く
知
り
、
愛
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
▼
一
番

高
い
点
（
天
の
国
）
か
ら
一
番
低

い
点
（
十
字
架
で
の
死
）
に
ま
で

降
り
て
来
ら
れ
、
自
分
の
す
べ
て

を
捧
げ
て
人
々
を
愛
し
抜
か
れ

た
、
そ
し
て
救
っ
て
く
だ
さ
っ
た

イ
エ
ス
様
を
思
う
時
、
人
の
救
い

の
た
め
の
神
様
の
ご
計
画
に
驚
く

と
と
も
に
、
そ
の
業
に
感
謝
し
、

イ
エ
ス
様
の
思
い
を
大
切
に
し

て
、
愛
に
愛
を
返
す
生
き
方
を
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
私
た

ち
で
す
。（
S
）

　
3
月
20
日
（
土
・
春
分
の
日
）、
ア
パ
メ
ア
の
マ
ル
チ
ェ
ロ  

ジ
ョ

ン
・
ウ
ォ
ン
チ
ョ
ル
助
祭
（
韓
国
テ
グ
大
司
教
区
所
属
、
福
岡
教
区

に
派
遣
）の
司
祭
叙
階
式
が
カ
テ
ド
ラ
ル
大
名
町
教
会
に
て
ヨ
ゼ
フ
・

ア
ベ
イ
ヤ
司
教
の
主
司
式
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
曇
天
で
あ
っ
た

が
、
聖
堂
に
は
司
祭
団
、
修
道
者
、
信
徒
等
約
１
８
０
人
が
集
ま
り
、

熱
心
な
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。【
叙
階
式
の
動
画
視
聴
方
法
は
４
面
に
】

　
荘
厳
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
奏
に

合
わ
せ
て
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
と
ジ
ョ

ン
・
ウ
ォ
ン
チ
ョ
ル
助
祭
が
侍
者

と
共
に
入
堂
し
た
。
み
言
葉
の
祭

儀
の
後
、
叙
階
の
儀
に
入
っ
た
。

　
ま
ず
、
司
祭
に
な
る
こ
と
が
相

応
し
い
と
す
る
証
言
が
司
祭
と
信

徒
代
表
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
ア

遣
さ
れ
る
こ
と
を
心
に
刻
み
、
恐

れ
ず
任
務
に
励
む
よ
う
に
」
と
訓

話
し
た
。
ジ
ョ
ン
助
祭
は
「
司
祭

に
叙
階
さ
れ
る
者
の
約
束
」
を

行
っ
た
。「
諸
聖
人
の
連
願
」
の

後
、
司
教
と
司
祭
団
の
按
手
が
あ

り
、
司
教
の
叙
階
の
祈
り
に
よ
っ

て
ジ
ョ
ン
助
祭
は
晴
れ
て
司
祭
叙

階
の
恵
み
に
与
か
っ
た
。

　
感
謝
の
祭
儀
に
入
り
、
司
教
は

祭
服
に
着
替
え
た
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ

ン
チ
ョ
ル
新
司
祭
の
手
に
聖
香
油

を
塗
り
、
聖
別
し
、
ミ
サ
に
用
い

る
パ
テ
ナ
と
カ
リ
ス
を
授
与
し

た
。
そ
の
後
、
新
司
祭
は
共
同
司

式
者
と
し
て
祭
儀
に
加
わ
っ
た
。

　
拝
領
祈
願
後
に
行
わ
れ
た
祝
賀

式
典
で
は
、
テ
グ
大
司
教
区
か
ら

の
祝
電
が
披
露
さ
れ
、
シ
ン
・
カ

ン
ス
神
父
（
糸
島
教
会
主
任
）
が

司
祭
団
を
代
表
し
て
、「
テ
グ
大

司
教
区
か
ら
派
遣
さ
れ
て
福
岡
教

区
で
学
び
、
司
祭
へ
の
道
を
準
備

し
て
き
た
ジ
ョ
ン
神
父
に
神
か
ら

の
豊
か
な
恵
み
を
祈
り
ま
す
。
共

に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
歓

迎
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
続
い
て
、

花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ン
新

司
祭
は
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
と
宮
原

良
治
司
教
に
お
礼
を
述
べ
、「
参

列
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
ご
覧
の
方
々
、
テ
グ

大
司
教
区
の
関
係
の
皆
様
、
こ
れ

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」
と
挨
拶
を

し
た
。

　
最
後
は
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
の
会
衆

へ
の
お
礼
の
言
葉
と
派
遣
の
祝
福

が
あ
り
、
閉
会
し
た
。
す
ぐ
後
、

新
司
祭
の
祝
福
が
あ
り
、
参
列
者

全
員
の
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
、
散

会
と
な
っ
た
。

ベ
イ
ヤ
司
教

は
ジ
ョ
ン
・

ウ
ォ
ン
チ
ョ

ル
助
祭
を
司

祭
団
に
加
え

る
こ
と
を
宣

言
し
た
。
会

衆
は
「
神
に

感
謝
」
と
応

え
、
会
場
は

温
か
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　
続
い
て
、
司
教
が
、
助
祭
の
家

族
や
テ
グ
大
司
教
区
の
関
係
者
、

そ
し
て
参
列
者
と
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

を
通
し
て
参
加
し
て
い
る
人
た

ち
、
神
学
校
関
係
者
等
に
祝
辞
を

述
べ
、
助
祭
に
「
神
か
ら
信
仰
共

同
体
の
た
め
に
使
命
を
受
け
、
派

−鄭（ジョン）師の略歴−

　
１
９
９
１
年
8
月
14

日
生
ま
れ
の
29
歳
。
韓

国
大
邱 

（
テ
グ
） 

教
区
所

属
。
２
０
１
７
年
2
月

大
邱
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学

大
学
神
学
部
を
卒
業
後

3
月
に
来
日
。
日
本
語

を
習
得
し
て
18
年
4
月

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学

院
・
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス

（
現
福
岡
サ
ン
・
ス
ル
ピ

ス
大
神
学
院
）
に
入
り
、

19
年
２
月
新
田
原
教
会

で
祭
壇
奉
仕
者
に
選
任

さ
れ
た
。
同
年
12
月
27

日
、
大
邱
教
区
カ
テ
ド

ラ
ル
・
ボ
ム
オ
聖
堂
で

助
祭
に
叙
階
。
今
年
3

月
、
同
大
神
学
院
を
卒

業
し
、
２
０
２
１
年
3

月
20
日
、
司
祭
叙
階
。

司教（右）の按手を受けるジョン師（左）

熱い討議が交わされた司祭評議会の様子

司
祭
叙
階
式
　
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ン
チ
ョ
ル
司
祭
誕
生

私
が
こ
こ
に
お
り
ま
す
　
私
を
遣
わ
し
て
く
だ
さ
い

平成 28 年熊本地震から 10 年
関連記事を３面に掲載

　教皇フランシスコは 3 月 11 日付で新駐日教皇大
使として、イタリア出身のレオ・ボッカルディ大司
教（His Excellency Monsignor Leo Boccardi）を
任命した。
　レオ・ボッカルディ大司教は 1953 年 4 月 15 日、
イタリアのサンマルティノ・イン・ペンシリス生ま
れ。1979 年 6 月 24 日、司祭叙階。神学博士。87 年
にはバチカンの外交官に就任し、ウガンダ、パプア
ニューギニア、ベルギーで外交活動を行う。
　2007 年から 2013 年まで駐スーダン・エリトリア
教皇大使を務め、2013 年 7 月 11 日、駐イラン教皇
大使を務めていた。

4 月 25 日　世界召命祈願の日
一人ひとりに与えられた召命のために祈りましょう。

新教皇大使の任命



ア
ベ
イ
ヤ
司
教
　
教
区
内
司
牧
訪
問

　言うまでもなく、カトリック教会の伝統は、ヨセフが偉大な聖人であり、信者の
素晴らしい模範として示しています。教皇フランシスコもそれを使徒的書簡『父の
こころで』の中で確かめたと思います。
　しかし、同時に教皇はとても面白いことを示唆したと思います。「ヨセフは、天使
によって明らかにされた名前を与え、イエスの法的な父になる創造的な勇気を持っ
ていました…」ということです。つまり、教皇は創造的な勇気を聖ヨセフの信仰の
特異な点として示すのです。神の御独り子とその母マリアを受け入れてから、二人
の命を守り、安全な家庭を作り、日常の生活に必要なものを備えるために何度も考
え方や行動の勇気を表さなければなりませんでした。その勇気を発生していたのは
責任感より信仰でした。
　私は『父の心で』を読む時、聖ヨセフの信仰のすごい勇気を感じるのです。神が
人となり、その神を腕に抱いて、自分の子のように養い育てていくのは、ユダヤ教

信者には信じられないことでした。まして、神に対する酷い冒瀆でしたから。とこ
ろが、神に応えた聖ヨセフは宗教の限界を超える程の勇気を出して信じました。な
ぜなら、「神に出来ないことは何一つない」（ルカ 1章 37 節）からです。
　今、ご復活節が始まります。イエス・キリストの十字架と復活の神秘をいくら深
く考えても信仰の神秘です。教会、み言葉、秘跡の中で、その私たちと共にいてく
ださることは事実ですが、悟るためには信仰しかありません。聖ヨセフと同じ信仰
の勇気を出し、復活された主に心を開きましょう。与えられた復活の賜物、すなわ
ち平和、愛、喜ばしい希望などを隣人と分かち合うように、心の勇気、その創造力
を注ぎ込みましょう。このようにしてこそ、私たちがあらゆる困難、特に今の難し
い時との戦いに一番よく応えるものとなると思います。
　教皇フランシスコは強調します。「助けを必要とする人、苦しむ人、死に瀕する人、
外国人、囚人、病者、その一人ひとりが、ヨセフが保護し続けている『御子』なのです」
と。聖ヨセフよ、どうぞ、私たちの心も、手も、足も導いてください。あなたに従っ
て自分の信仰の勇気を恐れず、他人の中の「御子」に仕えることができますように。

カ ト リ ッ ク の ご 葬 儀

木 下 株 式 会 社
T E L 092−526−5656
〒810-0016
福岡市中央区平和３丁目1-5

互助会制度もご利用できます。

奉仕と分かち合い

ボランティアグループ SECO の会

【活動内容】フィリピンの貧しい「母と
子のセンター」援助
【活動日時】毎週水曜日　10 時～ 16 時
【問合せ先】聖心のウルスラ宣教女修道会
　　Sr. 蔵 ☏０９２・５１２・００３３

【信仰の勇気】
D・アルビン神父（馬渡島教会）

カトリック福岡教区報 第751号 （2）2021年(令和３年）4月1日発行

　
３
月
19
日
（
金
）
10
時
か
ら
カ

テ
ド
ラ
ル
大
名
町
教
会
で
、
聖
ヨ

セ
フ
の
祭
日
の
ミ
サ
が
ヨ
ゼ
フ
・

ア
ベ
イ
ヤ
司
教
司
式
で
行
わ
れ
、

５
人
の
司
祭
と
助
祭
、
約
30
人
の

信
徒
が
共
に
祈
り
を
捧
げ
た
。
ミ

サ
の
初
め
に
、
司
教
は
今
年
が
聖

ヨ
セ
フ
年
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

聖
ヨ
セ
フ
が
教
会
の
保
護
者
で
あ

る
こ
と
を
紹
介
し
、「
教
会
を
見

守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、そ
し
て
、

私
た
ち
が
聖
ヨ
セ
フ
の
模
範
に
従

カトリック古賀教会　納骨堂のご案内
カトリック古賀教会内に３年前に建設された、比較的新しい納骨堂です。
　　　　年に１度、主任司祭による慰霊祭も執り行われております。
　　　　取得費用は、下記の通りとなります。
　　　　１区画　￥300,000（別途、管理料等がかかります）

 詳しい資料、見学等のお問い合わせは、下記までお願いいたします。

カトリック古賀教会
住所：福岡県古賀市花見東２丁目２３－１
電話：０９２－９４２－２１７１

福
岡
教
区
人
事
異
動

（
　
）
内
は
現
任
地
、
順
不
同

【
２
０
２
０
年
４
月
11
日
付
】

◆
平
田
敬
師
（
光
丘
教
会
主
任
）

引
退
・
司
祭
の
家

◆
宮
原
良
治
司
教
　
佐
賀
教
会
協
力

◆
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
ト
リ
ゼ
ウ
ス

キ
ー
師
〔
神
言
修
道
会
〕（
伊
万

里
教
会
主
任
）
伊
万
里
教
会
・
武

雄
教
会
主
任

◆
下
町
豊
重
師（
佐
賀
教
会
主
任
）

佐
賀
教
会
・
多
久
教
会
主
任

◆
ア
ル
ビ
ン
・
ド
ゥ
ゴ
シ
ュ
師

〔
ポ
ー
ラ
ン
ド
　
ブ
シ
ェ
ム
イ
シ

ル
教
区
〕（
馬
渡
島
教
会
主
任
・

呼
子
教
会
協
働
）
馬
渡
島
教
会
・

呼
子
教
会
主
任

◆
櫻
井
尚
明
師（
手
取
教
会
主
任
）

手
取
教
会
・
帯
山
教
会
主
任
　
　

◆
中
村
信
哉
師
（
唐
津
教
会
主
任

・
呼
子
教
会
管
理
者
）
唐
津
教
会

主
任

◆ 

牧
山
美
好
師
（
福
岡
コ
レ
ジ

オ
院
長
）
福
岡
コ
レ
ジ
オ
院
長
、

今
村
教
会
・
本
郷
教
会
協
力

◆
ソ
・
イ
ン
デ
ク
師
〔
韓
国
イ
ン

チ
ョ
ン
教
区
〕（
浄
水
通
教
会
協

力
）
戸
畑
教
会
・
若
松
教
会
助
任

◆
キ
ム
・
ソ
ン
チ
ョ
ン
師
〔
韓
国

ソ
ウ
ル
教
区
〕（
茶
山
教
会
協
力
）

手
取
教
会
・
帯
山
教
会
助
任

◆
十
時
伸
治
師
（
武
雄
教
会
・
多

久
教
会
主
任
）
光
丘
教
会
主
任

◆
船
津
亮
太
師
（
大
名
町
教
会
協

働
）
小
倉
教
会
助
任

◆
ア
ン
ト
ニ
サ
ー
ミ
・
イ
ル
ダ
ヤ

ラ
ー
ジ
師
（
オ
ブ
レ
ー
ト
会
・
高

松
教
区
）
古
賀
教
会
協
働

◆
岩
下
和
樹
師
（
長
崎
教
区
）
茶

山
教
会
主
任

◆
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ン
チ
ョ
ル
師〔
韓

今
村
教
会

　
福
岡
県
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
た
最
初
の
日
曜
日
３
月
７

日
、
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
は
今
村
教
会

へ
司
牧
訪
問
さ
れ
た
。
境
内
で
は

約
60
人
の
信
徒
に
拍
手
で
迎
え
ら

れ
た
。
10
時
か
ら
の
ミ
サ
は
、
新

型
コ
ロ

ナ
対
策

と
し
て

地
区
別

と
し
て

い
る
た

め
、
約

70
人
の

信
徒
が

参
加
し

て
信
徒

　
１
年
を
か
け
、
教
区
内
の
55
小
教
区
を
訪
問
す
る
予
定
は
、
緊
急
事

態
宣
言
の
発
出
で
一
時
中
止
に
な
っ
た
。し
か
し
、解
除
を
受
け
て
早
々

に
再
開
さ
れ
た
。
今
回
は
筑
後
地
区
、
熊
本
地
区
の
４
教
会
の
訪
問
に

つ
い
て
の
報
告
を
掲
載
す
る
。

会
館
の
臨
時
聖
堂
に
て
捧
げ
ら
れ

た
。
四
旬
節
第
３
主
日
の
ミ
サ
で

神
殿
（
教
会
）
は
神
様
の
心
を
学

ぶ
場
で
あ
り
神
様
の
示
す
道
を
学

び
共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
語
ら
れ
た
。
ミ
サ
後
の
懇
談

会
で
は
、
今
村
天
主
堂
の
使
用
禁

止
と
、
耐
震
化
補
強
工
事
計
画
に

関
わ
る
現
状
を
語
り
、国
、県
、町
、

福
岡
教
区
、
小
教
区
が
一
致
し
て

推
し
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
訴
え
ら
れ
た
。

　
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
は
、
生
い
立
ち

か
ら
24
歳
で
日
本
へ
派
遣
後
の
現

在
ま
で
を
語
り
、
終
始
笑
い
を
交

え
て
の
懇
談
で
会
場
は
温
か
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
た
。
最
後
は
皆
で

記
念
撮
影
を
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
信
徒
は
温
か
い
気
持
ち
に
な

り
信
徒
会
館
を
後
に
し
た
。
　

（
報
告
＝
平
田
秀
信
）

　
３
月
7
日
（
日
）
四
旬
節
第
３

主
日
に
ヨ
ゼ
フ
・
ア
ベ
イ
ヤ
司
教

が
本
郷
教
会
を
訪
問
さ
れ
た
。
約

60
人
の
信
徒
が
司
教
を
迎
え
、
8

時
30
分
よ
り
司
教
司
式
に
よ
る
ミ

サ
が
行
わ
れ
た
。

　
ミ
サ
後
に
は
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、
司
教
は
「
福
岡
教
区
も

１
０
０
周
年
の
節
目
に
向
け
て
、

信
者
が
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
意
識
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
」
と
説
い
た
。

　
ま
た
「
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
何

も
し
な
い
の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ

禍
の
な
か
で
も
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
望
し
、

時
間
が
な
い
中
、
信
者
か
ら
の
質

問
に
対
し
て
も
的
確
に
優
し
く
回

答
さ
れ
た
。

　
司
教
の
温
和
で
親
し
み
や
す
い

人
柄
が
見
て
と
れ
る
時
間
が
共
有

で
き
、信
者
の
気
持
ち
は
安
ら
ぎ
、

貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。�

（
報
告
＝
柳
　
健
二
）

　
３
月
14
日
（
日
）、
ア
ベ
イ
ヤ

司
教
が
、
西
鉄
電
車
で
二
日
市
教

会
を
司
牧
訪
問
さ
れ
た
。
信
徒
約

１
４
０
人
が
与
か
っ
た
ミ
サ
の
な

か
で
、
司
教
は
、「
十
字
架
は
光

を
放
つ
も
の
、
愛
の
し
る
し
、
救

い
の
し
る
し
、
十
字
架
を
祈
り
な

が
ら
見
つ
め
て
、
何
が
私
た
ち
の

本
郷
教
会

心
に
響
い
て
く
る
の
か
」
と
語
ら

れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
十
字
架
に

し
っ
か
り
焦
点
を
合
わ
せ
、
祈
ろ

う
と
思
っ
た
。

　
ミ
サ
後
の
意
見
交
換
会
で
、
ま

ず
司
教
が
自
己
紹
介
さ
れ
、
そ
の

な
か
で
、
実
体
験
を
も
と
に
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
一
致
と
多
様
性

に
つ
い
て
、ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
、

24
年
間
も
海
外
で
活
動
さ
れ
て
い

た
と
は
思
え
な
い
流
暢
な
日
本
語

で
語
ら
れ
た
。
全
世
界
で
信
仰
さ

れ
る
所
以
が
、
こ
れ
だ
と
確
信
し

た
。
そ
し
て
、
緊
急
事
態
に
関
す

る
信
徒
の
問
い
に
、
優
し
く
、
わ

か
り
易
く
答
え
ら
れ
た
。
信
徒
の

命
を
守
る
と
い
う
司
教
の
強
い
信

念
を
感
じ
た
。
道
路
拡
幅
工
事
の

た
め
、
間
も
な
く
教
会
を
建
替
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
た
ち
へ
、

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
し
た
。記
念
撮
影
を
し
て
、

意
見
交
換
会
を
終
え
た
。
　

　
健
軍
教
会
で
は
四
旬
節
の
中
、

3
月
21
日
（
日
）
に
ヨ
ゼ
フ
・
ア

ベ
イ
ヤ
司
教
の
司
式
の
下
、
皆
十

代
の
若
い
女
性
3
人
、男
性
1
人
、

計
4
人
の
堅
信
式
が
行
わ
れ
た
。

　
司
教
は
初
め
に
「
今
日
の
ご
ミ

国
テ
グ
教
区
〕
大
名
町
教
会
助
任

◆
古
川
健
一
師〔
オ
ブ
レ
ー
ト
会
〕

（
古
賀
教
会
協
働
）
高
松
教
区
へ

◆
マ
キ
シ
ム
・
デ
ソ
ー
ザ
師
〔
カ

プ
チ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
〕

（
高
宮
教
会
主
任
）
那
覇
教
区
へ

地
区
長
辞
令

◆
福
岡
地
区
長
＝
十
時
伸
治
師

（
光
丘
教
会
）　

◆
北
九
州
地
区
長
＝
大
塚
了
平
神

父
（
直
方
・
田
川
教
会
）

◆
筑
後
地
区
長
＝
田
中
重
治
神
父

（
大
牟
田
教
会
）

※
な
お
、
佐
賀
地
区
長
（
下
町
豊

重
師
）
と
熊
本
地
区
長
（
櫻
井
尚

明
師
）
は
現
任
の
ま
ま
。

【
２
０
２
１
年
７
月
１
日
付
】

◆
宮
原
良
治
司
教 

け
が
れ
な
き
聖
母
の
騎
士
修
道
女 

会
　
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
修
道
院
チ
ャ

プ
レ
ン
／
佐
賀
教
会
協
力
兼
任

サ
の
中
で
皆
が
あ
な
た
た
ち
4
人

の
た
め
に
お
祈
り
す
る
の
で
す
」

と
暖
か
い
言
葉
を
か
け
ら
れ
、
説

教
の
中
で
は
、「
イ
エ
ス
様
が
な

さ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
、
私

た
ち
に
と
っ
て
十
字
架
に
は
ど
の

よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
を
考
え

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
聖
霊
を
受

け
る
こ
と
と
は
、
イ
エ
ス
様
の
愛

と
慈
し
み
を
受
け
る
こ
と
で
、
こ

の
恵
み
に
よ
っ
て
私
た
ち
に
は
励

ま
し
と
力
が
与
え
ら
れ
ま
す
」
と

力
強
く
語
ら
れ
、
ご
復
活
を
前
に

し
て
堅
信
の
秘
跡
を
受
け
た
4
人

を
始
め
、
私
た
ち
健
軍
教
会
の
信

徒
は
大
き
な
恵
み
を
頂
い
た
。
こ

の
若
者
た
ち
の
信
仰
が
イ
エ
ス
様

の
愛
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
高
め
ら

れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

（
報
告
＝
野
々
目
　
洋
）

二
日
市
教
会

本郷教会、アベイヤ司教司式のミサ

アベイヤ司教と二日市信徒の皆様

健
軍
教
会

い
共
に
信
仰
の
歩
み

を
進
め
支
え
合
っ
て

い
く
た
め
に
、
こ
の

ミ
サ
を
捧
げ
ま
し
ょ

う
」
と
語
っ
た
。

　
説
教
の
中
で
は
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇

の
使
徒
的
書
簡
『
父

の
心
で
』
に
書
か
れ

て
い
る
聖
ヨ
セ
フ
の

「
父
の
心
」
の
７
つ
の

特
徴
を
紹
介
。
ま
た

司
教
自
身
に
と
っ
て
、

ヨ
セ
フ
に
つ
い
て
の

イ
メ
ー
ジ
は
マ
タ
イ
福
音
書
に
書

か
れ
て
い
る
「
正
し
い
人
」
で
あ

る
こ
と
を
分
か
ち
合
い
、そ
の「
正

し
さ
」
は
「
間
違
い
を
起
こ
さ
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
神

を
畏
れ
、
神
の
御
心
を
行
う
」
こ

と
で
あ
る
と
説
い
た
。

　
ミ
サ
の
終
わ
り
に
司
教
総
代
理

で
大
名
町
教
会
主
任
の
杉
原
寛
信

神
父
か
ら
、
司
教
へ
の
感
謝
と
教

区
民
の
一
致
し
た
歩
み
を
願
い
祈

る
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

司教霊名のお祝い
カテドラルで聖ヨセフの祭日のミサ

温かい雰囲気に包まれて

健軍教会、4人の堅信式が行われた
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☆
カ
ト
リ
ッ
ク
・
サ
プ
リ
５

新
し
い
未
来
を
生
き
る
あ
な
た
へ

の
25
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

竹
下
節
子
著

 

　
講
演
会
、
演
奏
会
等
発
信
の
機

会
が
閉
ざ
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
、

日
本
に
行
か
れ
な
い
今
だ
か
ら
、

ぜ
ひ
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
と
い

う
著
者
。

　「
今
、
あ
な
た
に
届
け
た
い
！
」

と
い
う
著
者
の
熱
い
思
い
が
込
め

ら
れ
た
書
き
下
ろ
し
8
編
を
含
む

25
編
は
、
未
来
を
絶
望
す
る
こ
と

な
く
、
与
え
ら
れ
た
冒
険
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
呼
び
か
け
る
。

　
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
発
行

　
　
　 

税
込
価
格 

８
１
４
円

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

☆
傷
は
希
望
へ
の
し
る
し

苦
し
み
を
喜
び
に
変
え
る
た
め
の

8
つ
の
ス
テ
ッ
プ 

平
林
冬
樹 

著

　
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
の
著
者
が
、

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
の
『
霊
操
』
の
手

法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
困
難
の
中

に
も
希
望
を
見
い
だ
す
た
め
の
道

筋
を
示
す
祈
り
の
手
引
書
。
黙
想

の
テ
ー
マ
の
解
説
、
聖
書
の
み
こ

と
ば
、
黙
想
の
要
点
と
い
う
3
つ

の
部
分
か
ら
な
る
8
つ
の
各
ス

テ
ッ
プ
を
毎
日
１
つ
ず
つ
祈
り
、

8
日
間
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
発
行

　
　
　
　
　
税
込
価
格
５
５
０
円

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
取
組
み

カトリック福岡教区報（3） 2021年(令和３年）4月1日発行 第751号

け
た
１
年
で
し
た
。

　（
報
告
＝
大
名
町
教
会
　
里
村
）

　
毎
年
、
教
会
学
校
が
ネ
パ
ー
ル

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ク
リ
ス

マ
ス
街
頭
募
金
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
福
音
の
光
修
道
会
の
シ
ス

タ
ー
川
岡
が
現
地
で
立
ち
上
げ
た

保
育
園
「
ジ
ョ
テ
ィ
・
キ
ャ
ン
ド

ラ
」
に
居
る
80
人
あ
ま
り
の
子
ど

も
た
ち
に
一
年
分
の
ミ
ル
ク
代
を

確
保
す
る
た
め
で
す
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
教
会

学
校
が
街
頭
募
金
を
た
め
ら
う
時

期
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

た
ち
が
ミ
ル
ク
代
を
出
せ
な
い
か

ら
と
言
っ
て
、
ネ
パ
ー
ル
の
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
は
、
ミ
ル
ク
が

必
要
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

ど
う
に
か
私
た
ち
の
寄
り
添
う
気

持
ち
を
届
け
た
い
と
思
い
、
リ
ー

ダ
ー
一
同
が
真
剣
に
話
し
合
っ
て

み
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
コ
ロ
ナ
対
策
を

し
っ
か
り
講
じ
た
上
、
今
年
も
街

頭
募
金
を
行
う
事
に
し
ま
し
た
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
公
開
ミ
サ
を
は
じ
め
、
様
々
な
教
会
行

事
の
中
止
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て

も
行
わ
れ
た
活
動
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。

　「
隔
離
さ
れ
て
い
て
も
、
私
た
ち
の
思
い
と
心
を
、
愛
の
創
意

工
夫
に
よ
っ
て
、
遠
く
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
愛
の
創
意

工
夫
こ
そ
が
、私
た
ち
が
今
、必
要
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。」（
教

皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
２
０
２
０
年
聖
週
間
に
向
け
て
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
よ
り
）

　
昨
年
２
０
２
０
年
の
四
旬
節
、

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
公
開

ミ
サ
も
中
止
と
な
り
、
教
会
の
扉

は
閉
ざ
さ
れ
、
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
信
仰
共
同
体
の
月
日
を
過
ご

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
折
、
日
夜
懸
命
に

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
携
わ
る
医

療
従
事
者
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
、

折
り
鶴
を
折
り
、
医
療
機
関
へ
送

り
ま
せ
ん
か
と
あ
る
信
徒
か
ら
の

声
が
届
き
ま
し
た
。
評
議
会
、
広

報
担
当
者
の
協
力
を
得
て
、
１
か

月
分
の
「
聖
書
と
典
礼
」、
教
会

ニ
ュ
ー
ス
、
教
区
報
、
そ
し
て
千

羽
鶴
の
案
内
を
祈
り
の
う
ち
に
各

信
徒
の
ご
家
庭
に
届
け
ま
し
た
。

　
６
月
に
公
開
ミ
サ
が
再
開
、
ご

家
庭
で
祈
り
の
う
ち
に
折
ら
れ
た

３
千
羽
の
鶴
が
集
ま
り
ま
し
た
。

３
体
の
千
羽
鶴
が
出
来
上
が
り
、

ミ
サ
の
中
で
祝
福
さ
れ
、
久
留
米

市
の
聖
マ
リ
ア
病
院
と
八
女
市
の

み
ど
り
の
杜
病
院
に
贈
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
残
る
１
体

は
、
毎
週
金
曜
日
14
時
、
医
療
従

事
者
へ
の
感
謝
の
鐘
と
祈
り
の
う

ち
に
教
会
ロ
ビ
ー
に
展
示
。
信
仰

共
同
体
の
祈
り
を
形
に
し
て
、
届

光
丘
教
会

新
し
い 「
愛
」 

の
創
意
工
夫

青年の集い第 40 回ネットワークミーティング（NWM）in Online

　今回の NWM は、新型コロナの影響でオンラインで開催されました。全国

から多くの青年が参加しました。

　今回は、横浜教区と大阪教区の合同開催でした。離れた教区同士での合

同開催ができるのも、オンラインの強みだと感じました。テーマは「こん

な時こそネットでネットワークミーティング〜不滅の絆〜」。オンライン開

催ということもあり、日頃はこのような全国規模のイベントには参加でき

ない青年も多く参加していて、新鮮な気持ちで参加することができました。

　プログラムの中で休憩時間が多めに設けられており、長時間画面の前に

座っていると疲れるので、ありがたく感じました。また、休憩時間を利用

して、同じ班のメンバーや友人同士で会話することもできました。パソコ

ンなどの通信機器が苦手な参加者のための係が設けられているなど、終始

参加者への配慮に満ちた NWM だったと思います。

　全体を通して、今までにあまり体験したことのない新しい形の NWM で、

新しい感覚や現地での開催にはない良さも多くありましたが、個人的には

やはり現地で実際に顔を合わせることのありがたみを感じた NWM でした。

　次回の NWM はオンラインでの実施か現地での実施かは未定とのことです

が、一回でも早く現地で仲間と集うことができるようになってほしいです。

（報告＝糸島教会　古賀　健人）

カ
テ
ド
ラ
ル
大
名
町
教
会聖マリア病院に

羽ばたいた千羽鶴

参
加
者
が
密
に
な
る
こ
と
を
避
け

る
た
め
、
回
数
を
昨
年
の
１
回
か

ら
３
回
に
増
や
し
、
最
初
の
２
回

は
お
御
堂
の
前
で
、
３
回
目
は
春

日
原
駅
前
で
行
い
ま
し
た
。

　「
あ
な
た
の
し
よ
う
と
す
る
こ

と
を
主
に
ゆ
だ
ね
よ
。
そ
う
す
れ

ば
、
あ
な
た
の
計
画
は
ゆ
る
が
な

い
」（
箴
言
16
章
３
節
）。
予
想
以

上
、
沢
山
の
応
援
を
頂
き
、
来
年

の
ミ
ル
ク
代
を
確
保
で
き
ま
し

た
。

　
教
会
学
校
の
募
金
活
動
は
今
年

で
７
年
目
で
す
。
私
た
ち
の
努
力

と
祈
り
を
、
神
さ
ま
が
ネ
パ
ー
ル

の
子
ど
も
た
ち
と
私
た
ち
自
身
、

光
丘
教
会
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
恵

み
に
変
え
て
く
だ
さ
る
と
信
じ
ま

す
。
来
年
も
頑
張
り
ま
す
！

（
報
告
＝
光
丘
教
会
　
杣そ

ま

）

　
3
月
7
日
（
日
）、
福
岡
県
の

緊
急
事
態
宣
言
解
除
を
も
っ
て
、

第
３
回
の
北
九
州
信
徒
使
徒
職
協

議
会
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
十
分
な
活
動
が
で
き
な
い

中
、
各
小
教
区
か
ら
い
く
つ
か
嬉

し
い
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

熊
本
地
震
か
ら
5
年
の
歩
み

　
熊
本
地
震
か
ら
５
年
、
最
大
の

震
源
地
益
城
町
の
整
備
が
進
み
、

阿
蘇
と
つ
な
ぐ
新
阿
蘇
大
橋
の
完

成
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
ほ
ぼ
完
了

し
た
。

　
福
岡
教
区
の
災
害
被
災
者
支
援

室
と
熊
本
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性

の
会
に
よ
る
西
原
村
の
N
P
O

法
人
阿
蘇
へ
の
資
金
支
援
は

２
０
１
９
年
度
で
終
了
。
N
P
O

と
し
て
田
ん
ぼ
一
枚
三
万
五
千

円
、
収
穫
し
た
コ
メ
が
届
け
ら
れ

る
水
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
新
た
に

企
画
、
女
性
の
会
と
、
そ
れ
と
は

別
に
女
性
の
会
の
メ
ン
バ
ー
数
人

や
オ
カ
ロ
ー
ル
神
父
（
八
代
教
会

主
任
）
が
個
人
的
に
オ
ー
ナ
ー
に

な
っ
て
い
る
。
幼
稚
園
な
ど
を
通

し
て
園
児
の
家
族
な
ど
教
会
外
に

も
オ
ー
ナ
ー
を
募
り
、
田
植
え
、

稲
刈
り
、
ピ
ー
ナ
ツ
の
収
穫
、
芋

掘
り
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
農
業
体

験
と
い
う
形
で
つ
な
が
っ
て
い

る
。
マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
修
道
会
・
熊
本
修
道
院
の
ご

高
齢
の
シ
ス
タ
ー
方
が
収
穫
さ
れ

た
販
売
用
の
ピ
ー
ナ
ツ
の
殻
む
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
。

　
災
害
は
地
震
だ
け
で
な
く
相
次

ぐ
豪
雨
災
害
、
さ
ら
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
に
よ
り

教
会
活
動
は
自
粛
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
勧

め
る
出
向
く
教
会
を
目
指
し
て
き

た
が
三
密
対
策
で
ま
だ
訪
問
が
叶

わ
な
い
。
そ
の
中
で
八
代
・
人
吉

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
市
内
の

教
会
に
も
呼
び
か
け
累
計
１
１
０

人
が
参
加
。
教
会
活
動
の
原
点
に

か
え
り
、
分
か
ち
合
い
が
で
き
る

親
し
み
や
す
い
教
会
を
目
指
し
、

手
取
教
会
で
は
新
年
度
に
向
け
信

徒
役
員
会
が
『
信
徒
の
手
引
き
』

『
信
徒
の
活
動
グ
ル
ー
プ
紹
介
』

の
冊
子
を
編
集
し
て
い
る
。
　

（
報
告
＝
手
取
教
会
　
小
野
豊
和
）

『クリスマス街頭募金』

ネパールに寄り添う気持ちを

　
洗
礼
の
秘
跡
に
与
か
っ
た
方
、

ま
た
は
予
定
さ
れ
て
い
る
方
が
10

人
ほ
ど
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
年

始
に
は
各
教
会
で
成
人
の
お
祝
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
サ

のY
o
u
T

u
b
e

配
信
を
始
め
た

教
会
も
あ
り
ま
す
。
教
会
に
足
を

運
べ
な
い
高
齢
の
方
や
仕
事
の
あ

る
方
の
た
め
に
、
コ
ロ
ナ
後
も
続

け
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。
例
年
開
催
し
て
き
た
平

和
の
集
い
は
今
年
も
開
催
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

をY
o
u
T

u
b
e

配
信
す
る
な
ど
、

コ
ロ
ナ
下
で
も
や
れ
る
こ
と
は
あ

る
と
前
向
き
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
、大
い
に
力
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
報
告
＝
水
巻
教
会
　
田
中
）

北
九
州
地
区

ミ
サ
に
与
れ
な
い
苦
し
み
　
心
砕

か
れ
た
そ
の
日

菊
池
教
会
　
櫛
山
今
日
子

　
１
月
半
ば
に
ミ
サ
中
止
の
知
ら

せ
が
突
然
届
き
ま
し
た
。
ミ
サ
曲

を
歌
っ
た
喜
び
の
ク
リ
ス
マ
ス
ミ

サ
を
迎
え
た
ば
か
り
で
、
や
っ
と

皆
で
賛
美
出
来
る
様
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
の
急
な
知
ら
せ
に
心
が
砕

か
れ
る
気
持
ち
が
し
ま
し
た
。
洗

礼
を
受
け
て
か
ら
約
30
年
間
、
ミ

サ
の
２
時
間
前
に
行
き
、
ミ
サ
や

オ
ル
ガ
ン
の
準
備
な
ど
し
な
が
ら

ミ
サ
に
与
る
事
で
私
の
生
活
は
生

か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
ミ
サ
に
与
れ
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
体
の
一
部
が
無
く
な
る
様

な
そ
ん
な
感
覚
さ
え
込
み
上
げ
て

き
た
の
で
す
。
同
時
に
ミ
サ
に

与
れ
な
い
と
イ
エ
ス
様
か
ら
離

れ
そ
う
に
な
る
自
分
の
信
仰
の

弱
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
気

持
ち
を
誰
に
話
す
で
も
な
く
、

真
っ
先
に
神
父
様
に
聞
い
て
い

た
だ
い
て
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
ま
し
た
が
、
私
の
信
仰
は
ま

だ
本
当
の
意
味
で
神
に
委
ね
る

事
が
出
来
て
い
な
い
ん
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。「
い
つ
も

あ
な
た
た
ち
と
共
に
い
る
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
イ
エ
ス
様
、
ミ

サ
に
与
れ
な
い
辛
さ
の
中
で
も

常
に
イ
エ
ス
様
と
共
に
、
イ
エ

ス
様
の
中
で
生
き
て
い
る
と
自

覚
出
来
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い

ま
す
。

西原村の農業体験の様子

◆
原
稿
は
４
０
０
字
以
内
　

◆
投
稿
先
：
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
館
　

教
区
報
係
り
宛
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メ
ー
ル c
d
f-k
o
u
h
o
u
@
n
ifty

.c
o
m

皆
様
の
声
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。ミサのYouTube 配信



信仰や理念を共有できる医師、看護師の皆さん
ご一緒に働いてみませんか

URL：http://www.st-mary-med.or.jp/

聖マリア病院

聖マリアヘルスケアセンター

〒830-8543 福岡県久留米市津福本町422
TEL.0942(35)3322　FAX.0942(34)3115

〒830-0047 福岡県久留米市津福本町448番5
TEL.0942(35)5522　FAX.0942(34)3306

社会医療法人 雪の聖母会
福岡教区セクハラ対応窓口

セクハラを受けたら、見かけたら、ご相談

ください。ひとりで悩まず、早めに相談　

セクシュアル・ハラスメント相談窓口

　　電話　080-2694-4182
　　受付時間　月～金（祝日を除く）

　　10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 16:00

　

　教皇フランシスコの使徒的勧告『愛のよろこび』発表５周年を記

念する「愛のよろこびの家族年」が 2021 年 3 月 19 日に始まった。

2022 年 6 月 26 日にローマで開催予定の「第 10 回世界家庭大会」ま

で行われる。

　使徒的勧告『愛のよろこび』（2016 年 3 月 19
日発表）は 9 章から成り、第１章は聖書の叙述
を基礎に置き、第 2 章は家族の状況を述べ、第
3 章は家族の召命について語っている。次の 2
つの章、第 4 章と第 5 章は、特に夫婦愛のテー
マについて述べている。第 6 章は司牧的展望に
ついて語り、第 7 章は子供たちの教育について
述べ、第 8 章は離婚と再婚についての示唆を、
そして第 9 章は夫婦と家庭の霊性について載せ
ている。
　社会や環境の急激な変化、個人主義の台頭、
人間の関係性の希薄化や変貌などによって、価値が揺らぎ危機に瀕
している「家庭」と、それを築くための根本である「結婚」。そうし
た現代の危機への認識から出発し、聖書、そして教会諸文書が何を
教えているかを再確認したうえで、社会の最小単位である家庭の不
変の価値を、過去の教会の独善的ですらあった姿勢に対する反省を
伴いつつ説く。愛と性のキリスト教的理解の指針である。

　教皇フランシスコは 2021 年 3 月 14 日の「お告げの祈り」の後に

この特別年に向けた呼びかけを行った。「この年は、家族の愛に包ま

れて人々が成長するための特別な年です。家庭に教会と社会の注目

を集めるために、創意にあふれる新たな司牧活動を行ってください。

それぞれの家庭が、自分たちの家にナザレの聖家族が生き生きと息

づいていると実感できるよう祈ります。聖家族がわたしたちの小さ

な家庭共同体を、誠実で大きな愛で満たしてくださいますように。

その愛は、試練や苦境における喜びの源なのです。」

　この特別年の企画として、教皇庁信徒・家庭・いのち省が同省のホー

ムページに使徒的勧告『愛のよろこび』をテーマにした一連のビデ

オを定期的に掲載する予定である。（イタリア語ページ http://www.

laityfamilylife.va/content/laityfamilylife/it.html　その他、英語、スペ

イン語、フランス語、ポルトガル語のページがある。）

「愛のよろこびの家族年」
–使徒的勧告『愛のよろこび』の

考察深める特別年 –

　
前
任
か
ら
の
引
継
ぎ
で
不
安
に

押
し
潰
さ
れ
そ
う
な
日
々
で
す

が
、
教
区
報
を
通
じ
て
た
く
さ
ん

の
方
と
つ
な
が
り
、
想
い
を
分
か

ち
合
え
る
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら

歩
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
♪
１
年
生
に
な
っ
た
ら
、
１
年

生
に
な
っ
た
ら
、
友
達
１
０
０
０

人
で
き
る
か
な
」（
W
）
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案　内　板　　会合と催し ４月のこよみ

福岡教区広報室アドレス
http://fukuoka.catholic.jp
E-mail:cdf-kouhou@nifty.com

ともに歩み 
支えあっていく共同体年間目標

  1日（木）	 聖木曜日（主の晩さんの夕べのミサ）
	 †J.クレハン（2008年 荒尾教会）
  2日（金）	 聖金曜日（主のご受難の祭儀）（大斎・小斎）
	 聖地のための献金
  3日（土）	 聖土曜日　復活徹夜祭ミサ
	 †A.アレグリーニ（2006年 ロザリオの園）
  4日（日）	 復活の主日
	 糸島教会司牧訪問
	 †ペトロ黒川博（2002年 大牟田教会）
	 †V.ヤンキャンプ（2019年 ）
  6日（火）	 †アウグスチノ片岡哲夫（2016年） 
  8日（木）	 常任司教委員会
10日（土）	 西新幼稚園落成式
11日（日）	 復活節第２主日（神のいつくしみの主日）
	 カテドラル特別献金日
	 光丘教会司牧訪問
	 †ヨハネ床島藤吾修道士（2014年 司教館）
13日（火）	 福岡教区司教座教会献堂記念日ミサ
18日（日）	 復活節第３主日
	 老司教会司牧訪問
20日（火）	 経済問題評議会
25日（日）	 復活節第４主日　世界召命祈願の日
	 大楠教会司牧訪問
	 †J.L.カズレ（2008年 サンスルピス）
27日（火）	 司祭評議会

【5月】
  2日（日）	 復活節第５主日　西新教会司牧訪問　
  3日（月）	 憲法記念日

  4日（火）	 みどりの日

  5日（水）	 こどもの日
 ■ゴシックは司教日程

年間テーマ：祈りの実り：イエス様と共に、

		  イエス様のように生きること

日　　　時：4月8日（木）10時 ～15時
内　　　容： 神の国でキリストと共に食事の席に着く（ルカ22:30）
指　導　者：S. フランコ神父（聖ザベリオ宣教会）
問合わせ先：真命山諸宗教対話センター
次　　　回：5月13日（木）
	 　　給仕するイエス様に学ぶ（ルカ22:27）

☎0968・85・3100　　 0968・85・3186
熊本県玉名郡和水町蜻浦1391-7・E-mail  shinmeizan@gmail.com 

☆個人またはグループでの黙想会、研修会も歓迎いたします（要予約）

真命山諸宗教対話センター　-祈りの集い -

 
◆
　
　
　
福
　
　
岡

集いの案内
について

 掲載依頼のあった
集いのみ、掲載して
おります。
 感染症の状況に
よっては開催が中
止となる場合もあ
ります。

編
集
後
記

■
子
ど
も
を
亡
く
し
た
親
の
会

「
虹
の
会
」〔
日
時
〕４
月
３
日（
土
）

14
時
か
ら
〔
場
所
〕
サ
ン
パ
ウ
ロ

福
岡
宣
教
セ
ン
タ
ー
3
階
〔
参
加

費
〕
５
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）　
子

ど
も
を
亡
く
し
た
関
係
の
あ
る
か

た
ど
な
た
で
も
。
マ
ス
ク
着
用
の

こ
と
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・

１
１
６
２
・
６
８
９
５
柴
田

■
セ
コ
の
会
　
セ
コ
の
会
で
は
、

手
芸
な
ど
を
制
作
し
、
バ
ザ
ー
等

で
販
売
し
て
そ
の
収
益
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
貧
し
い
人
々
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
当
会
で
は
作
品
作
り
に

参
加
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。〔
日
時
〕

４
月
７
日
よ
り
毎
週
水
曜
日
14
時

～
16
時
〔
場
所
〕
福
岡
市
南
区
塩

原
４
丁
目
25
　
聖
心
の
ウ
ル
ス
ラ

宣
教
修
道
女
会
・
敷
地
内
の
日
本

家
屋
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・

７
９
２
７
・
３
６
３
６
永
田

■
師
イ
エ
ス
祈
り
会

〔
日
時
〕
4
月
9
日
（
金
）
10
時
ミ

サ
後
〔
場
所
〕
高
宮
教
会
・
小
聖

堂
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・
７

４
６
８
・
３
６
３
１
西
田

■
震
災
の
た
め
の
祈
り
の
リ
レ
ー

〔
日
時
〕
４
月
11
日
（
日
）
ミ
サ
11

時
か
ら
／
夕
の
祈
り
（
テ
ゼ
の
祈

り
）
16
時
か
ら 

〔
場
所
〕
カ
ト
リ
ッ

ク
小
郡
教
会
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０

７
０
・
２
８
２
０
・
９
６
１
３
Br.

阿
部（
パ
ウ
ロ
会
）

■
福
島
家
族
支
援
実
行
委
員
会

「
き
ん
し
ゃ
～
い
サ
ロ
ン
・
手
芸

の
会
」〔
日
時
〕
４
月
～
６
月
／

９
月
～
10
月
　
第
３
・
４
火
曜
日

13
時
〜
15
時
〔
場
所
〕
大
濠
カ
ト

リ
ッ
ク
会
館 

〔
問
合
せ
先
〕 

☎
０
7

０
・
２
３
３
３
・
１
２
１
０（
平
野
）

■
福
岡
ホ
ス
ピ
ス
の
会
　「
が
ん
」

を
通
し
人
生
を
語
る
会 

　
偶
数

月
は
リ
モ
ー
ト
カ
フ
ェ
で
の
開

催
。〔
日
時
〕
４
月
17
日
　
第
３

土
曜
日
14
時
～
当
事
者
・
家
族
・

友
人
・
そ
の
他
ど
な
た
で
も
参
加

可
　te

re
jia

-ta
n
p
o
p
o
@

p
a
r.

o
d
n
.n

e
.jp

　〔
問
合
せ
先
〕
☎

０
９
０
・
１
１
６
２
・
６
３
９
５

柴
田

■
福
岡
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
４
月
20
日（
火
）
13
時
半

か
ら
〔
場
所
〕
大
名
町
教
会
・
小

聖
堂
〔
内
容
〕
ロ
ザ
リ
オ
と
分
か

ち
合
い 

〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・

９
２
１
・
４
５
３
２
山
口

■
福
岡
チ
ェ
ナ
ク
ル
ム
（
マ
リ
ア

の
司
祭
運
動
）〔
日
時
〕
4
月
21

日
（
水
）
10
時
ミ
サ
・
聖
体
賛
美

式
〔
場
所
〕 

大
楠
教
会
〔
指
導
〕 

パ

ウ
ロ
神
父
（
カ
プ
チ
ン
・
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
修
道
会
）〔
問
合
せ
先
〕

☎
０
９
０
・
５
０
２
１
・
５
９
０

７
菊
池

■
『
キ
リ
ス
ト
は
生
き
て
い
る
』

青
年
オ
ン
ラ
イ
ン
分
か
ち
合
い

〔
日
時
〕
４
月
25
日
（
日
）
15
時
〜

16
時
40
分
頃
〔
場
所
〕 Zo

o
m

 （
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
テ
レ
ビ
会

議
）〔
内
容
〕『
キ
リ
ス
ト
は
生
き

て
い
る
』
第
４
章
〔
対
象
〕
18
歳

〜
30
代
の
青
年
〔
問
合
せ
先
〕
安

藤 m
a
ris_

ste
lla

@
m

e
.c

o
m

■
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー

　
降
り
て
き
て
く
だ
さ
る
神
様
と

と
も
に
働
き
ま
し
ょ
う
。

◯
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
に
手
作
り
の

お
昼
ご
は
ん
　
毎
週
火
曜
日
10
時

◯
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
炊
出
し
・
夜

回
り
　
第
２
・
４
金
曜
日
　
調
理

14
時
　
夜
回
り
20
時
か
ら

◯
路
上
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
入
居
し

た
方
を
訪
問
　
第
３
土
曜
日
14
時

〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
４
３
１
・

１
４
１
９
コ
ー
ス
・
マ
ル
セ
ル
神

父■
北
九
州
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
４
月
８
日
（
木
）
14
時
～

〔
場
所
〕 

小
倉
教
会
〔
内
容
〕 

ミ
サ

（
司
式
・
大
塚
了
平
神
父
）〔
問
合

せ
先
〕
☎
０
９
４
９
・
２
４
・
９

９
０
５
藤
井

■
熊
本
地
区
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
４
月
15
日
（
木
）
10
時
～

〔
場
所
〕 

手
取
教
会
〔
内
容
〕 

召
命

祈
願
ミ
サ
と
話
し
合
い
〔
問
合
せ

先
〕
☎
０
９
６
・
３
３
９
・
１
９

１
０
武
蔵
ヶ
丘
教
会
・
キ
ム
神
父

 

◆
　
　
　
熊

　

本

 

◆
　
　
　
北

九

州

＜お知らせ：2021年 3 月末で閉院の修道院＞

◆　福音の光修道会　福岡修道院（福岡市博多区）

◆　聖パウロ女子修道会　福岡修道院（福岡市中央区）

◆　けがれなき聖母の騎士聖フランシスコ修道女会
　　　　　　被昇天の聖母修道院（唐津市鎮西町馬渡島）

シスター方のお働きに感謝し、各修道会のこれからの歩み
の為にもお祈りいたします。

2021年 4 月 4 日　復活祭

主のご復活　おめでとうございます。

「私は復活しあなたと共にいる」
ジョン・ウォン
チョル新司祭の叙
階式の模様が動画
で視聴できます。

YouTubeで「カトリック福岡司教区　司祭叙階式」
と検索。または、下記QRコードを読み取って視聴。

ジョン新司祭の叙階式　動画視聴方法

4 月 13 日（火）
司教座聖堂 （カテドラル大名町教会） 献堂記念

　司教座聖堂は教区の母聖堂と呼ばれ、一小教区の聖堂で

あることを越えて、司教と共に全教区民が集うところ、そ

の献堂記念日は教区の祝日です。福岡教区の神の民の発展

のため心を合わせてお祈りください。

今年は4月 11日（日）が「カテドラル特別献金日」です。
福岡教区の宣教活動の場であるカテドラルの維持管
理のための献金をお願いいたします。

この機会に是非 YouTube「カトリック
福岡司教区」公式チャンネル登録を！


